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本紙第18号で『大江村宗門心得違之者吟味日

記』（以下『大江村吟味日記』）1から構築した鶴島

のデータベースを用いて、天草くずれで摘発され

たキリシタンの同定を行ったさい、229頁註59で

以下のように書いた。「［231］弥平：下組：洗礼

名ペトロである。 5月16日に呼び出しを受けてい

る。データベースは、「天草くずれ」に関する全

村落を網羅したものを、公開したいと考えている。

ここでは整理番号を［　 　］内で表記する。」本

論は大江組の分の公開である。尚、その後のデー

タ整理や確認で誤りが発見された。弥平［231］

は5月の23日に呼び出しを受けている。以下適宜

修正を行なった。

　天草の「心得違い」の者に対する吟味は、文

化2年（1805年）3月11日に始まった。吟味方は、

最初は頭立ち百姓などの村の指導的キリシタンを

通じて自発的な告白を求め、事を穏便に済ませよ

うとした。以下大江村の例で話を進める。この吟

味に対して、村方の警戒心は強く、調査は進まな

かった。業を煮やした奉行川鍋次郎左衛門は、5

月から富岡へ呼びだしての直接吟味を開始した。

大江組では、5月2日からまずは村の指導者から始

まり5月26日まで、コンフラリアである上と下の

組、迫、塚を中心に祈りの細胞をなしていた本百

姓―小前－名子のグループが富岡の代官所に呼び

出された。彼らは船あるいは徒歩で富岡に出向き、

必要であれば宿に泊まって滞留して吟味を受けた。

事の詳細は、上田家文書の『大江村吟味日記』で

明らかになる。本論では九州大学が翻刻したもの

のコピーを使用した。

　問題はこの史料〔歴史分析に使用した資料（マ

テリアル）〕の位置づけである。「天草くずれ」で

は吟味の性格上、数多くの資料が作成された。し

かし、その位置づけは明らかではない。具体的に

言うと、どれがオリジナルで、どれがコピーある

いはコピーのコピーなのか、その作成者と目的は

何か、などが明らかにされてはいない。私の言葉

で言えば、「史料の生涯」あるいは「履歴書」が

作成されないうちに議論が進められてきたのであ

る。これでは人文科学的な意味での検証は難しい。

　では、『大江村吟味日記』は吟味史料群のなか

でどの位置にあるのだろうか。これは富岡吟味の

オリジナルな資料ではない。まずは後日に関す

る書き込みが散見される。例えば、上組の孫七

［151］は、5月19日の吟味の個所に後の「5月23

日」に参ると記されている。さらに5月26日の吟

味が終わった後に、5月23日から25日の分が書き

足されている。さらに和平［300］の後に高浜村

分の記載が挿入されている。そして資料は一人の

手で書かれており、明らかにある目的のために奉

行所側が作成したものと判断できる。その目的は、

二つの点で明らかになる。一つは、「吟味に参ら

なかった者」についての詳細な書付が数多くみら

れることである。そしてもう一つは、上組の佐吉

［192］洗礼名寿庵の下りにある「是ハ長左衛門申

上候となへなり余人者相違ニ付、夏ニ記者也」で

ある。後者は、佐吉の祈り言葉が長左衛門などの

ものと違うために、「夏」に記すというのである。＊熊本大学・名誉教授

もう一つの天草くずれ：天草キリスト教史序説（補論）

鶴　島　博　和＊
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　冨岡の吟味に遺漏の多いために、奉行所は現地

での吟味を決断した。『上田宣珍日記』には「（文

化二年の）七月二十八日、お奉行様のご一行は

大江村に出立された。…お奉行川鍋次郎左衛門

様、お役人谷川岩右衛門様、原龍左衛門様、お代

官内田時兵衛様、御物書荒木甫七様、…その他都

合十三人　右の方がたは暮れ六つ（午後六時頃）

に到着された（現代文筆者）」。奉行たちは大江村

を拠点に現地での村方吟味を行った。8月14日に

今富村へ向かい、17日（〔お奉行様ご一行13名は〕

今富村より根引〔峠〕を超えて〕昼頃）に高浜村

に到着した。ここで、最終的な取りまとめが行わ

れた。崎津村庄屋吉田宇治之助や村年寄が「帳面

引合」に訪れ伊賀屋に下宿している。18日は大

庄屋が上組の太吉［5］と恒兵衛［32］と共に大

江村での現地の追加調査分をもって、「帳面引合」

に夜に入って高浜に到着し伊賀屋に下宿している。

奉行一行は翌8月19日に富岡へ帰陣しているので、

最終的な報告書（下書き）は高浜の上田宣珍を中

心に作成され奉行所に提出されたのであろう2。

　『大江村吟味日記』は、この村方吟味で使用さ

れた富岡役所での吟味を控えた作業書で、書記の

荒木甫七が作成したものであろう。それを報告書

（下書き）作成のために高浜に置いたと推測され

る。これが『大江村吟味日記』が高浜の上田家文

書に残った理由である。大庄屋は地方（じかた）

で行った聞き取りの資料を「帳面引合」に持ち

寄った。その原本あるいは扣が「白札付書上帳」3

であろう。また、松浦家文書には今富での聞き取

りの資料が残っているらしいので、機会を改めて

検討したい4。

注

1　上田家文書目録番号3356.
2　『上田宜珍日記　文化二年』．

3　鶴島博和・児島康子（翻刻・現代語訳）「文化二
年　白札付書上帳　丑八月　大江村」『潮騒』37, 
pp. 20-31. 

4　児島康子「天草郡大江組大庄屋「松浦家文書」に

みる潜伏キリシタンの信仰」 『人間文化研究』第21 
（2023年3月）．
「一　今富村宗門心得違内調日記帳一冊　一　大江村

同吟味日記帳一冊　〆弐冊　今富友三郎方へ返進」

『上田宜珍日記文化二年』閏八月六日の意味すると

ころも検討したい。

＊ 本論作成には児島康子氏の協力を仰いだ。記し

て謝意を表する。
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65
杢
右
衛
門

15x
病欠
ｘ

66
下
桑
鶴

善
蔵
め
ん
長

め
ん
長
寿
庵

16
〇
〇
4
〆
拾
六
人

〇
12

と
が
の
オ
ラ
シ
ョ
右
之
者
共
明
後
十
一
日
ヨ
リ
十
二
日
御
呼
出
吟
味
可
致
候
間
、
無
間
違
御
取
斗
可
被
有
之
候
、
以
上

67
又
右
衛
門

寿
庵
持
仏
善
人

〇
1 

〇
68

弥
五
平

寿
庵

〇
〇
10

69
上

忠
助
寿
庵

寿
庵

〇
6

70
文
蔵

寿
庵

〇
〇
3

71
上
野
中

久
蔵

寿
庵
佛
名
せ
つ
た
唐
物
丸
鏡

〇
〇
6

〇
覚
9

72
上

久
右
衛
門

寿
庵

〇
1

73
恒
作

寿
庵

〇
1,

 1
1

此
内
恒
作
七
日
目
ど
み
ん
こ
二
日
し
く
ん
だ
三
日
て
る
た
四
日
せ
つ
た
五
日
き
ん
た
と
申
上
候

74
下

嘉
次
平

へ
と
ろ

〇
3

75
下

兼
助

寿
庵

〇
4

76
下

九
郎
兵
衛

寿
庵

〇
6

77
下

覚
蔵

寿
庵

〇
7

78
下

杢
左
衛
門

ち
と
ふ
め

* 78
, 79
二
重
登
録

〇
8

79
下

杢
左
衛
門

ち
と
ふ
め

〇
8

80
下

喜
左
衛
門

へ
と
ろ

〇
10

81
下

覚
之
丞

寿
庵

〇
11

82
下
横
浜

兼
蔵

へ
と
ろ
み
ぎ
り
す

〇
13

83
下
唐
崎

藤
吉

セ
っ
た

〇
14

84
下
唐
崎

虎
蔵

へ
い
と
ろ

  9
0,

 2
83

〇
15

85
虎
吉

鏡
〇
覚
1

86
上

善
助
（
２
）

引手
之様
成品
十之
字有
壱ツ
但内
ニ十
之字
有

「
大
江
村
善
吉
ゟ
五
嶋
ニ
而
習
候
得
共
、名
者
（
ハ
）
付
ヶ
不
申
候
ニ
付
、家
内
中
名
無
御
座
候
（
高
浜
村
「
宗
門
心
得
違
惣
人
別
異
名
覚
帳
」）
」

〇
覚
2
（上
田家
文書
「宗
門心
得違
惣人
別異
名覚
帳）

v 6
●
7

87
上

弥
吉

蛮国
佛ク
リキ
トカ
エ  
290

, 32
4

〇
覚
4

△
4

88
猶
左
衛
門
女
房

赤
金

〇
覚
6

89
虎
兵
衛

丸
鏡

〇覚
７

90
上

虎
蔵

大
黒
寿
庵

覚え
右之
通、
大江
詰平
井氏
ヨリ
為来
候ニ
付、
十四
日御
奉行
様ニ
差上
申候

痔
病
五
月
廿
三
日
ニ
参

〇
覚
8

〇
1

〇
3

91
浅
吉

寿
庵

以
下
オ
ラ
シ
ョ
の
供
述

〇
1

92
利
吉

寿
庵

〇
2

93
為
吉

寿
庵

〇
4

94
卯
作

へ
ど
ろ

オラ
ショ
の供
述

経
消
（
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
の
祈
り
）
を
含
む

〇
5

95
岩
蔵

寿
庵

（ 1
）経

消（
アヴ

ェ・
マリ

アの
祈り

と十
ヵ条

のマ
ダメ

ント
：神

の十
戒）

〇
6

96
惣
右
衛
門

ま
ん
し
や
う

〇
7

97
友
平

べ
い
と
う

〇
8

98
清
兵
衛

じ
わ
ん 9
8, 1
88, 
226

, 33
0, 3
61女

房, 
366
同一

人物
とは

限ら
ない

。
〇
10

 

99
栄
助

寿
庵

〇
11

10
0

勝
兵
衛

へ
い
と
ろ

卯
作

申
口

〇
12

10
1

菊
蔵

寿
庵

本尊
はり
やう
すさ
まね
んじ
候由

〇
13

10
2

佐
右
衛
門

へ
い
と
ろ

とな
へ事

傳受
源蔵

親仁
右衛

門ヨ
リな

らい
請候

由申
出ル

右
之
者
共
御
聞
渡
相
済
、
同
日
村
方
エ
帰
し
申
候

〇
14

10
3
下
唐
崎

久
右
衛
門

くわ
つた

 銅ニ
而銭
之様
成造
候品

銅
ニ
而
銭
之
様
成
造
候
品

〇
覚
1

10
4
下
唐
崎

太
次
右
衛
門

と
る
す
黒
石
之
様
成
も
の

〇
覚
2

10
5
下
唐
崎

嘉
市

べと
ろし
んち
うニ
而丸
ク拵
候品

〇
覚
3

10
6
下
唐
崎

友
蔵

て
う
す
丸
鏡

〇
覚
4
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鶴島　博和：もう一つの天草くずれ：天草キリスト教史序説（補論）
←

 大
江
村
吟
味

   
   
→

←
冨
岡
本
吟
味
→

→
N

o
組

迫
名
前

洗
礼
名
異
仏
備
考
等
31
1
32
4
40
1
40
8
41
9
43
0
50
2
50
3
50
4
50
6
50
7a
50
7b
50
7c
50
8a
50
8b
50
8c
50
9a
50
9b
51
1a
51
1b
51
2
51
4
51
5
51
6
51
7
51
9
52
0a
52
0b
52
1
52
2
52
3a
52
3b
52
4a
52
4b
52
5a
52
5b
52
6a

52
6b

 
10
7
下
唐
崎

政
八

てう
す銅

たた
きひ

らめ
候様

成品
〇
覚
5

10
8
上
野
中

次
右
衛
門

す
つ
た

 丸
銅

〇
覚
6

10
9
上
野
中

茂
平

お
ん
あ
る
じ
丸
銅

〇
覚
7

11
0
上
尾
ノ
河
内
ふ
じ

くり
き き

せる
たゝ
きひ
らめ
候品

右之
通、
大江
詰平
井氏
ヨリ
為持
来候
ニ付
、御
奉行
様エ
差上
ル、
尤佛
名不
知分
者、
追々
為知
可申
と申
来候

〇
覚
8

11
1
上

甚
兵
衛

寿
庵

右
之
通
当
日
御
役
所
ェ
召
連
罷
出
候

〇
1五
月
十
六
日
雨
天
御
呼
出

11
2

清
右
衛
門

〇
2足
痛
ニ
テ
不
参

11
3

清
右
衛
門
妻

足
痛
ニ
テ
不
参

〇
11
4
下

卯
太
郎

右
両
人
御
吟
味
相
済
、
村
方
エ
御
差
戻
被
成
候

〇
4

11
5
上

茂
助

森
口
茂
助
の
家
系
か

は
れ
け
ニ
而
不
参

〇
5は
れ
け
ニ
而
不
参

11
6
上

嘉
蔵

寿
庵

足
痛

二
重
記
載
？

〇 6
足痛
〇
2

11
7
上

助
蔵

寿
庵

〇
7
〇
4

〇
12

● 3
右
之
通
、
十
九
日
ニ
町
宿
ェ
参
、
翌
廿
日
御
呼
出
相
済
、
口
書
左
ニ
記
、
且
ニ
病
気
不
参
之
も
の
左
ニ
記

11
8
上

福
兵
衛

寿
庵

〇
8
〇
5

11
9
上

佐
七

寿
庵

〇
9
〇
3

12
0
上

友
助

寿
庵

〇
10

12
1
上

佐
平

路
木
ニ
行
違

〇
11
〇
7

12
2
上

嘉
兵
衛

〇
12
〇
6

12
3
上

常
蔵

17
4, 2
75

, 28
4, 
32
7, 
38
0

〇
13

12
4
上

傳
右
衛
門

〇
14

12
5
上

藤
兵
衛

12
5,
28
5,

 3
29

〇
15

12
6
上

定
蔵

〇
16

12
7
上

権
次
郎

右
之
者
共
吟
味
方
御
呼
出
ニ
付
罷
出
候
様
可
被
致
候
内
田
時
兵
衛
五
月
十
六
日
渡
部
良
助
松
浦
四
郎
八
殿
平
井
為
五
郎
殿
右
之
通
被
仰
付
候
ニ
付
、
大
江
詰
平
井
氏
エ
右
書
状
添
書
致
申
遣
候

〇
17

12
8
上

佐
助

寿
庵

五
月
十
七
日
御
呼
出
之
も
の
左
之
通
町
宿
迄
参
ル

〇
1五
月
十
七
日
御
呼
出
之
も
の
左
之
通
町
宿
迄
参
ル

12
9
上

勘
作

寿
庵

右
之
通
罷
出
候
病
気
行
違
ニ
而
参
得
不
申
候
由
、
行
違
不
重
病
気
之
も
の
共
ハ
快
気
罷
帰
次
第
差
遣
可
申
段
、
大
江
詰
平
井
氏
ヨ
リ
掛
ケ
合
来
候

〆八
人
〇
8

13
0
上

長
右
衛
門

寿
庵

〇
1五
月
十
九
日
御
呼
出

13
1
上

与
右
衛
門

寿
庵

〇
2

13
2
上

忠
吉

寿
庵

〇
3△
15

●
7

13
3
上

久
左
衛
門

寿
庵

〇
5

13
4
上

垣
右
衛
門

寿
庵

〇
6

13
5
上

尋
七

寿
庵

〇
7

13
6
上

常
左
衛
門

寿
庵

〇
8

13
7
上

為
右
衛
門

寿
庵

〇
9

13
8
上

松
平

寿
庵

〇
10

13
9
下

林
蔵

此
も
の
膝
痛
ニ
而
不
参

〇
11

14
0
下

藤
蔵

寿
庵

〇
12

14
1
上

七
與
八

上
組
△
1

14
2
上

豊
吉

寿
庵

此
五
人
と
う
め
く
さ
ん
と
ふ
め
斗
り
存
居
申
候

△
3

〇
5

14
3
上

九
右
衛
門

△
5

14
4
上

太
助

寿
庵
15
8, 3
20
上
べ
と
ろ

△
6

〇
2

14
5
上

長
平

不
参

△
7不
参

14
6
上

清
吉

寿
庵

不
参

△ 8
不参

〇 1
:z 2

五
月
廿
日
御
呼
出
上
組

14
7
上

徳
之
丞

不
参

△
9不
参

14
8
上

兼
作

寿
庵

△
10

●
4

14
9
上

傳
蔵

寿
庵

 2
97

, 36
7女
房

其
外
六
人
之
も
の
と
も
り
や
う
す
さ
ま
ね
ん
じ
奉
候
申
上
候

△
11

●
2

15
0
上

廣
吉

寿
庵

△
13

 
●
1其
外
六
人
之
も
の
と
も
り
や
う
す
さ
ま
ね
ん
じ
奉
候
申
上
候

15
1
上

孫
七

32
3

△
14
五
月
廿
三
日
参

15
2
上

虎
五
郎

△
16
不
参

15
3
上

善
吉

八
月
の
高
浜
村
で
の
村
吟
味
の
史
料「
宗
門
心
得
違
惣
人
別
異
名
覚
帳
」（
上
田
家
文
書
）に
お
い
て「
七
兵
衛
大
江
村
善
吉
ゟ
五
嶋
ニ
而
習
候
得
共
、名
者（
ハ
）付
ヶ
不
申
候
ニ
付
、家
内
中
名
無
御
座
候
」と
あ
る
。

△
17

15
4
上

小
吉

寿
庵

△
18
〇
2

●
3

15
5
上

恒
七

寿
庵

△
19
〆
？

●
5

15
6
下

助
右
衛
門

へ
と
ろ

下
組
▼
1下
組

〇
9

15
7
下

萬
助

▼
2

15
8
下

太
助

▼
3廿
三
日
参

15
9
下

和
七

▼
4

16
0
下

又
兵
衛

29
3,
33
5

▼
5廿
三
日
参

16
1
下

銀
蔵

29
3

▼
病
気
不
参

16
2
下

伊
茂
作

あ
る
じ

▼
7

〇
12

16
3
下

庄
作

寿
庵

▼
8

〇
6

16
4
下

与
左
衛
門

コ
ン
ク
リ
キ
？

〇
no

 27
 と
別
人
か

▼
9

16
5
下

善
右
衛
門

い
な
し
し

▼
10

〇
5
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←

 大
江
村
吟
味

   
   
→

←
冨
岡
本
吟
味
→

→
N

o
組

迫
名
前

洗
礼
名
異
仏
備
考
等
31
1
32
4
40
1
40
8
41
9
43
0
50
2
50
3
50
4
50
6
50
7a
50
7b
50
7c
50
8a
50
8b
50
8c
50
9a
50
9b
51
1a
51
1b
51
2
51
4
51
5
51
6
51
7
51
9
52
0a
52
0b
52
1
52
2
52
3a
52
3b
52
4a
52
4b
52
5a
52
5b
52
6a

52
6b

 
16
6
下

文
蔵

へ
と
ろ

▼
11

〇
16
7
下

藤
作

へ
ふ
と
ろ

[s
ic

]
▼
13

〇
11

16
8
下

小
次
郎

へ
と
ろ

▼
14

〇
7

16
9
下

友
左
衛
門

へ
と
ろ

▼
15

〇
8

17
0
下

太
左
衛
門

へ
ふ
と
ろ

▼
16

〇
15

17
1
下

忠
左
衛
門

寿
庵

▼
17

〇
16

17
2
下

種
左
衛
門

▼
18

17
3
下

徳
兵
衛

50
と
別
人
？

▼
19

17
4
下

常
蔵

12
3と
別
人

?
五
月
十
五
日

?
此
弐
拾
壱
人
廿
一
日
ニ
召
出
候
様

▼
21
右
之
者
共
吟
味
方
呼
出
、
両
日
ニ
召
出
候
様
取
斗
可
被
申
候

17
5
上

長
左
衛
門

寿
庵

〇
3
△
1此
〔
△
〕
弐
人
と
ふ
め
く
と

17
6
上

万
吉

〇
5

17
7
上

松
左
衛
門

〇
6

17
8
上
西

藤
右
衛
門

岩
本
家
第
三
代

此
五
人
さ
ん
と
ふ
め
斗
り
存
居
申
候

〇
7
▲
5此
五
人
〔
▲
〕
さ
ん
と
ふ
め
斗
り
存
居
申
候

17
9
上

九
郎
右
衛
門

〇
8

18
0
上

長
七

寿
庵

〇
9
1

18
1
上

熊
右
衛
門

寿
庵

〇
10
△
2

18
2
上

種
右
衛
門

五
月
廿
日
御
呼
出
上
組
、
清
吉
、
小
吉
、
長
左
衛
門
、
太
吉
、
万
吉
、
松
左
衛
門
、
藤
右
衛
門
、
九
郎
右
衛
門
、
長
七
、
熊
右
衛
門
、
種
右
衛
門
、
助
蔵

〇
11
▲
4

18
3
上

松
兵
衛

右
之
通
、
十
九
日
ニ
町
宿
ェ
参
、
翌
廿
日
御
呼
出
相
済
、
口
書
左
ニ
記
、
且
ニ
病
気
不
参
之
も
の
左
ニ
記

〇
12
老
人

18
4
上

定
吉

〇
13
未
タ
全
快
不
仕
候

18
5
上

弥
助

28
7,

 3
25

〇
14
瘧
（
お
こ
り
）

18
6
上

幾
蔵

no
s. 
18
6,

 2
88

, 3
31

〇
15
風
邪

18
7
上

勘
右
衛
門

28
6

〇
17
去
冬
ヨ
リ
瘧
病

18
8
上

清
兵
衛

99
と
別
人
？

〇
18
二
三
年
持
病

18
9
上

長
吉

20
9,

 2
89

, 3
14

此
者
不
参
〆
八
人

〇
19
二
三
年
持
病

此
者
不
参
〆
八
人

19
0
上

長
助

寿
庵

此
三
人
た
つ
と
き
よ
ふ
か
り
致
居
候

●
1此
〔
以
下
●
〕
三
人
た
つ
と
き
よ
ふ
か
り
致
居
候

19
1
上

松
右
衛
門

め
ん
て
う

 10
と
別
人
？

●
2

19
2
上

佐
吉

寿
庵

▲
1是
ハ
長
左
衛
門
申
上
候
と
な
へ
な
り
余
人
者
相
違
ニ
付
、
夏
ニ
記
者
也

19
3
上

九
郎
左
衛
門

寿
庵

▲
3

19
4
下

賀
蔵

大江
詰平

井氏
エ御

呼出
之者

、左
之通

申遣
候、

下組
大
江
詰
平
井
氏
エ
御
呼
出
之
者
、
左
之
通
申
遣
候
、
尤
御
差
紙
大
江
エ
差
遣
申
候

□
1大
江
組
下
組

19
5
下

勘
助

30
3

□
2

19
6
下

宅
助

30
4

□
3

19
7
下

徳
平

36
2

□
4

19
8
下

勘
七

25
8,

 3
01

, 3
59

□
5

19
8a
下

善
助

□
6病
気
不
参

19
9
下

八
蔵

30
8

□
7

20
0
下

友
兵
衛

病
気
不
参

□
8病
気
不
参

20
1
下

平
蔵

30
5

□
9

20
2
下

忠
吉

□
11病

気
不
参
五
月
廿
三
日
参

20
3
下

傳
吉

30
9

□
12

20
4
下

金
助

31
0

□
13

20
5
下

嘉
七

□
14

20
6
下

市
助

□
15

20
7
下

平
三
郎

□
16

20
8
下

喜
蔵

□
17

20
9
下

長
吉

□
19

21
0
下

傳
左
衛
門

□
20
五
月
廿
三
日
参
病
気

21
1
下

善
作

31
3

□
21

21
2
下

吉
松

□
22
行
違
人

21
3
下

栄
蔵

31
6

□
23

21
4
下

長
七

病
気
不
参

□
24病

気
不
参

21
5
下

喜
蔵

〆
廿
五
人

□
25
右
者
明
後
廿
二
日
吟
味
方
呼
出
之
間
無
間
違
罷
出
候
様
取
斗
可
被
申
候

21
6
上

与
八

寿
庵

五
月
廿
一
日
御
呼
出
之
も
の
大
江
組
上
組

〇
4

21
7
上

善
助

寿
庵

21
8
下
？

万
助

へ
と
ろ

五
月
廿
二
日
御
呼
出
之
者

〇
1五
月
廿
二
日
御
呼
出
之
者

21
9
下
？

与
三
右
衛
門

い
な
し
し

〇
2

22
0
下
？

和
作

寿
庵

〇
3

22
0a
下
？

文
蔵

へ
と
ろ
70
は
洗
礼
名
寿
庵

〇
4

22
1
下
？

勘
作

へ
ふ
と
ろ

▼
12
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吟
味

   
   
→

←
冨
岡
本
吟
味
→

→
N

o
組

迫
名
前

洗
礼
名
異
仏
備
考
等
31
1
32
4
40
1
40
8
41
9
43
0
50
2
50
3
50
4
50
6
50
7a
50
7b
50
7c
50
8a
50
8b
50
8c
50
9a
50
9b
51
1a
51
1b
51
2
51
4
51
5
51
6
51
7
51
9
52
0a
52
0b
52
1
52
2
52
3a
52
3b
52
4a
52
4b
52
5a
52
5b
52
6a

52
6b

 
22
2
下
？

権
左
衛
門

寿
庵

〇
14

22
1a
下
？

勘
作

へ
ふ
と
ろ
勘
作[
129

]は
上
組
で
洗

礼名
寿庵

〇
13

22
3
下

伴
七

女
房
呼
出

 代
わ
り
に
呼
び
出
し

1●
下
組
〔
●
〕

22
4
下

伴
七
女
房

五
月
廿
三
日
御
呼
出
下
組

１
a●

22
5
下

久
之
丞

行
違
人

2●
22
6
下

清
兵
衛

98
じ
わ
ん

3●
22
7
下

伴
蔵

43
 ?
は
上
組
か
？

4●
22
8
下

熊
蔵

へ
と
ろ

, 3
17

, 3
48

5●
22
9
下

次
平

36
3

6●
23
0
下

甚
左
衛
門

30
, 23
0, 2
71

, 35
5, 
37
5

7●
23
1
下

弥
平

36
0

8●
23
2
下

佐
十

9●

23
3
下

和
平

同断
（和

平女
房呼

び出
し）

300
, 

368
女房

10
●

23
4
下

松
太
郎

11
●

23
5
下

浅
吉

91
寿
庵

, 2
35

, 3
52
せ
じ
ん

12
●

23
6
下

円
作

13
●

23
7
下

兼
作

14
8

14
●

23
8
下

久
米
助

36
4

15
●

23
9
下

吉
蔵

16
●
行
違
人

24
0
下

儀
平

17
●

24
1
下

勝
太
郎

35
8

18
●

24
2
下

七
兵
衛

29
8,
37
0女
房

19
●

24
3
下

七
兵
衛
女
房

ま
る
や

, 37
0女
房
呼
出

  
19

a●
24
4
下

儀
兵
衛

20
●

24
5
下

源
三
郎

へ
と
ろ

 3
56

〆
廿
弐
人

21
●
〆
廿
弐
人
〔
女
房
除
く
〕

24
6
下
？

友
助

34
4寿
庵

廿
四
日
御
呼
出

●
1廿
四
日
御
呼
出

24
7
下
？

長
右
衛
門

13
0?

●
2

24
8
下
？

長
七

18
0寿
庵

, 2
14

, 3
38

●
3

24
9
下
？

佐
平
太

●
4

25
0
下
？

彦
蔵

33
9べ
と
ろ

●
5

25
1
下
？

伊
蔵

34
0寿
庵

●
6

25
2
下
唐
崎

友
蔵

10
6て
う
す

＊
こ
こ
か
ら
24日

呼
び
出
さ
れ
た
の
は
下
組
と
推
定
で
き
る
。

●
7

25
3
下
？

市
太
郎

●
8

25
4
下
？

傳
次
之
丞

●
9

25
5
下
？

定
助

●
10

25
6
下
？

勘
吉

●
11

25
7
下
？

五
平

●
12

25
8
下
？

勘
七

●
13

25
9
下
？

左
八

●
14

26
0
下
？

彦
之
丞

22
上

, 3
45

●
15

26
1
下
？

三
之
助

●
16

26
2
下
？

定
蔵

12
6?

●
17

26
3
下
？

乙
八

●
18

26
4
下
？

由
五
郎

●
19

26
5
下
？

文
蔵

70
?, 
16
6, 
22
0a

, 26
5, 
34
1

●
20

26
6
下
？

武
蔵

〆
廿
壱
人

●
21
〆
廿
壱
人

26
7
下
？

和
助

廿
五
日
御
呼
出

●
1

26
8
下
？

亦
助

●
2

26
9
下
？

為
吉

93
●
3

27
0
下
？

賀
七

31
9

●
4

27
1
下
？

甚
左
衛
門

30
, 2
30

●
5

27
2
下
？

友
七

37
2

●
6

27
3
下
？

忠
平

37
3

●
7

27
4
下
？

万
五
郎

●
8

27
5
下

常
蔵

12
3, 1
74

, 28
4, 
32
7, 3
78

●
9

27
6
下
桑
鶴

伊
八

8
●
10

27
7
下
？

喜
助

●
11
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N

o
組

迫
名
前

洗
礼
名
異
仏
備
考
等
31
1
32
4
40
1
40
8
41
9
43
0
50
2
50
3
50
4
50
6
50
7a
50
7b
50
7c
50
8a
50
8b
50
8c
50
9a
50
9b
51
1a
51
1b
51
2
51
4
51
5
51
6
51
7
51
9
52
0a
52
0b
52
1
52
2
52
3a
52
3b
52
4a
52
4b
52
5a
52
5b
52
6a

52
6b

 
27
8
下
？

惣
吉

●
12

27
9
下
？

茂
平
次

●
13

28
0
下
？

七
蔵

●
14

28
1
下
？

宇
右
衛
門

●
15

28
2
下
？

平
三
郎

20
7?

〆
拾
七
人

総
計
16
人

●
16
〆
拾
七
〔
十
六
？
〕
人

28
3
上

虎
蔵

90
病
気
再
呼
び
出
し
廿
六
日
御
呼
出

 上
組

〇 1
廿六

日御
呼出

上組
28
4
上

常
蔵

12
3, 1
74
病
気
再
呼
び
出
し

〇
2

28
5
上

藤
兵
衛

12
5病
気
再
呼
び
出
し

〇
3

28
6
上

勘
右
衛
門

18
7病
気
再
呼
び
出
し

〇
4

28
7
上

弥
助

18
5お
こ
り
再
呼
び
出
し

〇
5

28
8
上

幾
蔵

18
6病
気
再
呼
び
出
し

〇
6

28
9
上

長
吉

18
9

〇
7

29
0
上

弥
吉

87
, 2
90

, 3
24

〇
8

29
1
上

弥
七

〇
9

29
2
上
10

甚
助

〆
拾
人

 右
之
者
共
是
迄
病
気
不
参
候
者
快
気
候
者
ハ
差
出
候
様

右
之
者
共
是
迄
病
気
不
参
候
者
快
気
候
者
ハ
差
出
候
様

〇
10
〆
拾
人

29
3
下
1

又
兵
衛

16
0,

 3
35

廿
六
日
御
呼
出

 下
組

右
之
者
共
吟
味
呼
出
ニ
付
、
廿
三
日
ヨ
リ
廿
六
日
迄
之
内
日
取
之
通
無
間
違
差
出
候
様
可
被
取
斗
候
、
以
上

●
1下
組

29
3
下
2

銀
蔵

16
1病
気
不
参

●
2

29
5
下
3

長
作

60
●
3

29
6
下
4

清
右
衛
門
女
房

11
2,

 1
13

●
4

29
7
下
5

傳
蔵

29
7,
36
7女
房

●
5

29
8
下
6

七
兵
衛

24
2

●
6

29
9
下
7

半
左
衛
門

●
7

30
0
下
8

和
平

23
3

〆
八
人

こ
の
後
に
﨑
津
村
エ
御
口
達
書
写
シ
高
濱
村
エ
御
口
達
写
と
続
く

●
8〆
八
人

﨑
津
村
エ
御
口
達
書
写
シ

高
濱
村
エ
御
口
達
写

1
高
浜
村
白
木
河
内

白
木
河
内

以下
22名

は大
江村

の吟
味日

記の
中に

挿入
され

てい
た。

高浜
村の

デー
ター

ベー
スを

整理
する

際
の参

考の
ため

ここ
に挿

入し
た。

2
高
浜
村
白
木
河
内

兵
左
衛
門

3
高
浜
村
白
木
河
内

安
蔵

4
高
浜
村
白
木
河
内

喜
代
作

5
高
浜
村
白
木
河
内

儀
蔵

6
高
浜
村
白
木
河
内

喜
三
兵
衛

7
高
浜
村
白
木
河
内

市
平

8
高
浜
村
白
木
河
内

作
平

9
高
浜
村
白
木
河
内

重
左
衛
門

10
高
浜
村
白
木
河
内

庄
作

11
高
浜
村
白
木
河
内

清
兵
衛

12
高
浜
村
白
木
河
内

弥
吉

13
高
浜
村
白
木
河
内

弥
平

14
高
浜
村
白
木
河
内

折
平

15
高
浜
村
白
木
河
内

九
郎
吉

16
高
浜
村
白
木
河
内

五
郎

17
高
浜
村
白
木
河
内

友
作

18
高
浜
村
白
木
河
内

只
助

19
高
浜
村
白
木
河
内

弥
助

20
高
浜
村
西
平

仁
左
衛
門

21
高
浜
村
松
下

和
四
郎

22
高
浜
村
上
河
内

重
助

大
江
村
エ
御
口
達
左
之
通

30
1
下
1

勘
七

寿
庵
19
8

五
月
廿
三
日
御
呼
出

●
1五
月
廿
三
日
御
呼
出

30
2
下
2

徳
平

寿
庵
19
7

●
2

30
3
下
3

勘
助

寿
庵

  1
95

●
3

30
4
下
4

宅
助

寿
庵

  1
96

●
4

30
5
下
5

平
蔵

寿
庵

  2
01

●
5

30
6
下
6

磯
吉

寿
庵

此
六
人
御
尋
有
之
候
得
共
、
外
之
儀
ハ
一
向
存
不
申
候

 尤
で
う
す
さ
ま
エ
あ
ん
め
ん
じ
ん
す
と
奉
唱
候

●
6

30
7
上
？
下
？
1

嘉
蔵

寿
庵

  1
16

?
五
月
廿
三
日
御
呼
出

〇
1五
月
廿
三
日
御
呼
出

30
8
下
2

八
蔵

寿
庵
19
9

〇
2

30
9
下
3

傳
吉

寿
庵

  2
03

〇
3
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1
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4
40
1
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8
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9
43
0
50
2
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3
50
4
50
6
50
7a
50
7b
50
7c
50
8a
50
8b
50
8c
50
9a
50
9b
51
1a
51
1b
51
2
51
4
51
5
51
6
51
7
51
9
52
0a
52
0b
52
1
52
2
52
3a
52
3b
52
4a
52
4b
52
5a
52
5b
52
6a

52
6b

 
31
0
下
4

金
助

寿
庵

  2
04

〇
4

31
1
下
5

吉
蔵

寿
庵

  5
9,

 2
39

〇
5

31
2
下
6

市
助

寿
庵

  2
06

此
六
人
外
之
儀
ハ
一
向
存
不
申
候

 但
で
う
す
さ
ま
エ
あ
ん
め
ん
じ
ん
す
と
奉

〇
6

31
3
下
？
1

善
作

寿
庵

  2
11

五
月
廿
三
日
御
呼
出

▲
1五
月
廿
三
日
御
呼
出

31
4
下
？
2

長
吉

18
9,

 2
09

, 2
89

▲
2

31
5
下
？
3

喜
蔵

両
あ
ん
す

 2
09

, 2
15

▲
3

31
6
下
？
4

栄
蔵

21
3

▲
4

31
7
下
？
5

熊
蔵

へ
と
ろ

 2
13

▲
5

31
8
下
？
6

平
三
郎

寿
庵

  2
07

, 2
82

▲
6

31
9

7
賀
七

へ
と
ろ

 2
70

▲
7

32
0
上
1

太
助

べ
と
ろ

五
月
廿
四
日
御
呼
出

 上
組

〇
1五
月
廿
四
日
御
呼
出
上
組
（
〇
）

32
1
上
2

与
四
兵
衛

寿
庵

〇
2

32
2
上
1

寅
松

寿
庵

此
六
（
七
？
）
人
之
も
の
共
で
う
す
さ
ま
ェ
あ
ん
め
ん
じ
ん
す
と
奉
る

●
1

32
3
上
2

孫
七

べ
と
ろ

 1
51

●
2

32
4
上
3

弥
吉

寿
庵

  8
7,

 2
90

●
3

32
5
上
4

弥
助

寿
庵

  1
85

, 2
87

●
4

32
6
上
5

定
蔵

寿
庵

  12
6, 2
62下

？
, 32
6上
？

●
5

32
7
上
6

常
蔵

寿
庵

  1
23

, 17
4, 2
75

, 28
4 

●
6

32
8
上
7

忠
右
衛
門

寿
庵

  1
6?

此
五
（
七
？
）
人
と
う
め

●
7

32
9
上
1

藤
兵
衛

寿
庵

  1
25

, 2
85

1
△
1

33
0
上
2

清
兵
衛

寿
庵

  9
8,

 1
88

, 2
26

2
△
2

33
1
上
3

幾
蔵

寿
庵

  1
86

, 2
88

3
△
3

33
2
上
4

茂
助

寿
庵

  1
15

4
△
4

33
3
上
5

善
助

寿
庵

  8
6,

 2
17

5
△
5

33
4
下
？
6

忠
吉

寿
庵

  1
32

, 2
02

6
△
6

33
5
下
7

又
兵
衛

寿
庵

  1
60

, 2
93

7
△
7

33
6
下
？
1

長
作

べ
と
ろ

 60
(寿
庵
）

, 2
95

此
八

(五
？
）
人
で
う
す
さ
ま
ェ
あ
ん
め
ん
じ
ん
す
奉
る

8
▲
1

33
7
下
2

傳
左
衛
門

寿
庵

  2
10

9
▲
2

33
8
下
3

長
七

べ
と
ろ

 18
0上
寿
庵

, 21
4, 2
48

10
▲
3

33
9
下
？
4

彦
蔵

べ
と
ろ

 2
50

11
▲
4

34
0
下
？
5

伊
蔵

寿
庵

  2
51

12
▲
5

34
1
下
1

文
蔵

べと
ろ 7
0寿
庵?

, no
166
下へ

とろ
, 

220
a下
へと

ろ, 
265
下, 
341

此
七
人
で
う
す
さ
ま
ェ
あ
ん
め
ん
じ
ん
す
奉
る

13
▽
1

34
2
下
？
2

与
四
五
郎

は
つ
た

14
▽
2

34
3
下
？
3

乙
八

26
3

15
▽
3

34
4
下
？
4

友
助

寿
庵

  2
46

16
▽
4

34
5
下
？
5

彦
之
丞

べ
と
ろ

, 2
2,

 2
60

17
▽
5

34
6
下
？
6

甚
吉

18
▽
6

34
7
下
？
7

傳
次
兵
衛

19
▽
7

34
8
下
1

熊
蔵

22
8へ
と
ろ

, 3
17
へ
と
ろ

五
月
廿
五
日
御
呼
出

 此
九
人
で
う
す
さ
ま
ェ
あ
ん
め
ん
じ
ん
す
唱
へ
奉
る

〇 1
五月
廿五
日御
呼出
此九
人

34
9
下
？
2

磯
平

せ
じ
ん

〇
2

35
0
下
？
3

万
作

〇
3

35
1
下
？
4

伴
蔵

43
寿
庵

, 2
27
下

〇
4

35
2
下
？
5

浅
吉

せ
じ
ん

 寿
庵

, 下
, 35
2せ
じ
ん

〇
5

35
3
下
？
6

圓
作

せ
じ
ん

〇
6

35
4
下
7

伴
七

22
32
24
女
房

〇
7

35
5
下
？
8

甚
左
衛
門

寿
庵

 30
, 23
0, 2
71,

 35
5, 3
75

〇
8

35
6
下
9

源
三
郎

へ
と
ろ

 2
45

〇
9

35
7
下
？
1

左
十

寿
庵

此
壱
人
せ
つ
た
さ
ま
ェ
あ
ん
め
ん
じ
ん
す
唱
奉
る
左
十
申
上
ル

●
1此
壱
（
二
？
）
人

35
8
下
2

勝
太
郎

ま
ん
し
よ

 2
41

●
2

35
9
下
3

勘
七

へ
ふ
と
ろ

 19
8, 2
58,

 30
1, 3
59

△
1此
七
人
で

36
0
下
1

弥
平

へ
と
ろ

 2
31

此
七
（
六
？
）
人
で
う
す
さ
ま
ェ
あ
ん
め
ん
じ
ん
す
唱
へ
奉
る

△
2

36
1
下
？
2

清
兵
衛

寿
庵

, 98
ジ
ワ
ン

, 18
8上

, 22
6下

, 
330
上

△
3

36
2
下
？
3

民
蔵

寿
庵

△
4

36
3
下
4

次
平

寿
庵

, 2
29

△
5

36
4
下
5

久
米
助

寿
庵

, 2
38

△
6

36
5
下
？
6

野
四
兵
衛

寿
庵

△
7

36
6
下
？
1

清
兵
衛
女
房

ま
る
や

, 99
, 18
8, 2
26,

 33
0, 3
61

此
五
人
之
女
、
本
尊
で
う
す
さ
ま
ェ
あ
ん
め
ん
じ
ん
す
唱
へ
奉
る

▲
1此
五
人
之
女
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江
村
吟
味

   
   
→

←
冨
岡
本
吟
味
→

→
N

o
組

迫
名
前

洗
礼
名
異
仏
備
考
等
31
1
32
4
40
1
40
8
41
9
43
0
50
2
50
3
50
4
50
6
50
7a
50
7b
50
7c
50
8a
50
8b
50
8c
50
9a
50
9b
51
1a
51
1b
51
2
51
4
51
5
51
6
51
7
51
9
52
0a
52
0b
52
1
52
2
52
3a
52
3b
52
4a
52
4b
52
5a
52
5b
52
6a

52
6b

 
36
7
下
？
2

傳
蔵
女
房

ま
る
や

, 1
49

, 2
97

▲
2

36
8
下
3

和
平
女
房

ま
る
や

, 2
33

, 3
00

▲
3

36
9
下
？
4

半
七
女
房

ま
る
や

▲
4

37
0
下
5

七
兵
衛
女
房

ま
る
や

, 2
42

, 2
98

▲
5

37
1
下
？
1

又
助

寿
庵

五
月
廿
六
日
御
呼
出
此
五
人
之
も
の
と
も
本
尊
て
う
す
さ
ま
あ
ん
め
ん
じ
ん
す
と
奉
る

〇 1
五
月
廿
六
日
御

呼出
此五

人之
もの

37
2
下
？
2

友
七

寿
庵

, 2
72

〇
2

37
3
下
？
3

忠
平

寿
庵

, 2
73

〇
3

37
4
下
？
4

宇
右
衛
門

寿
庵

, 2
81

〇
4

37
5
下
？
5

甚
左
衛
門

寿
庵

, 3
0, 
23
0, 
27
1, 
35
5

〇
5

37
6
下
？
1

惣
吉

寿
庵

, 2
78

此
五
（
人
之
も
の
と
も
本
尊
て
う
す
さ
ま
あ
ん
め
ん
じ
ん
す
と
奉
る

● 1
此
五〔

六？
〕

人之
もの

37
7
下
？
2

七
蔵

寿
庵

, 2
80

●
2

37
8
下
？
3

常
蔵

寿庵
, 12
3上

, 174
下, 2
75下

, 32
7上

●
3

37
9
下
？
4

万
右
衛
門

寿
庵

●
4

38
0
下
5

伊
八

寿
庵

, 8
, 2
76

●
5

38
1
下
？
6

源
蔵

18
寿
庵
下

, 4
8上

右
之
者
再
糺
有
之
候
處
、
無
滞
相
済
申
候

右
之
者
再
糺
有
之
候
處
、
無
滞
相
済
申
候

〇
●
6

（
1）

 5月
4日
に
呼
び
出
さ
れ
た
、
下
組
浜
百
姓
忠
右
衛
門
［
16
］
は
、「
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
の
祈
り
」
を
告
白
し
て
い
る
。
こ
れ
は
彼
が
述
べ
た
よ
う
に
葬
儀
に
唱
え
ら
れ
た
讃
美
で
あ
る
。
最
初
の
3語
「
あ
べ
ま
る
や
。
が
ら
さ
ア
。
べ
ん
の
ふ
」
は
ラ
テ
ン
語
の

Av
e 

M
ar

ia
 

gr
at

ia
 p

le
na

(ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
、
恵
み
に
満
ち
た
方

)で
あ
る
。
一
方
5月
6日
に
呼
び
出
さ
れ
た
下
組
浜
百
姓
平
左
衛
門
　
は
、
同
じ
「
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
の
祈
り
」
を
告
白
し
て
い
る
が
、
そ
の
表
題
は
「
経
消
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
「
経
消
」
と
い
う
言
葉
が

こ
こ
で
現
れ
た
最
初
で
あ
る
が
、
島
原
藩
の
『
天
草
吟
味
扣
』

(p
p.

 2
04

- 2
05

)で
は
、「
経
文
の
効
果
を
消
す
方
法
は
、
と
い
う
問
い
か
け
に
、
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
を
寺
の
葬
儀
の
後
に
唱
え
て
キ
リ
シ
タ
ン
の
葬
儀
を
行
う
」
と
、
恐
ら
く
は
5月
3日
に
吉
郎
右
衛
門
［
25
］

が
答
え
て
い
る
。「
経
消
」
は
島
原
側
で
作
成
さ
れ
た
造
語
で
あ
ろ
う
。
吉
郎
右
衛
門
［
25
］
は
上
組
尾
之
河
内
の
水
方
丸
山
家
第
三
代
で
、
初
代
は
延
享
4年
（
17
47
年
）
に
大
江
組
大
庄
屋
と
な
っ
た
平
野
（
松
浦
）
四
郎
兵
衛
と
と
も
に
一
町
田
村
か
ら
大
江
に
来
た
。

下
組
桑
鶴
の
伊
八
［
8］
を
先
祖
と
し
大
江
最
後
の
水
方
と
な
っ
た
山
下
豊
士
氏
は
丸
山
家
か
ら
の
養
子
で
あ
る
。
邪
宗
的
イ
メ
ー
ジ
で
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
キ
リ
シ
タ
ン
が
使
っ
た
言
葉
は
「
あ
べ
ま
る
や
」
で
あ
ろ
う
。
我
々
は
在
地
の
異
端
キ
リ
シ
タ
ン
の

消
え
た
言
葉
を
復
活
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
に
つ
い
て
は
片
岡
弥
吉
『
踏
絵
・
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
』
片
岡
弥
吉
全
集
２
（
智
書
房

, 2
01
4）

, p
. 2
10

.
（
2）

 文
化
2年
7月
28
日
か
ら
の
村
方
吟
味
の
高
浜
村
分
の
記
録
の
控
え
で
あ
る
「
宗
門
心
得
違
惣
人
別
異
名
覚
帳
」（
『
上
田
家
文
書
』
）
に
よ
る
と
高
浜
の
七
兵
衛
な
る
も
の
が
、
五
島
で
大
江
の
上
組
善
助
［
86
］
か
ら
キ
リ
シ
タ
ン
に
教
導
さ
れ
た
が
洗
礼
名
は
な
い
と
い
う
。

五
島
が
教
導
の
場
と
い
う
こ
と
か
ら
五
島
や
天
草
の
海
域
が
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
活
動
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
や
高
浜
が
上
組
に
属
し
た
と
い
う
仮
説
の
根
拠
に
な
る
。


